
水と緑あふれる 心豊かな くりの里

山江村の情報はこちらから  山江村ホームページ http://www.vill.yamae.lg.jp　やまえ村民てれび http://ystv.vill.yamae.lg.jp山江村の情報はこちらから  山江村ホームページ http://www.vill.yamae.lg.jp　やまえ村民てれび http://ystv.vill.yamae.lg.jp

広報

◆
　
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
産
業
振
興
ま
つ
り

◆
　
平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
に
つい
て

◆
　
支
え
あ
う
家
族
愛
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今
年
最
後
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト『
第
29

回
や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り
』が
11
月

18
日（
金
）か
ら
20
日（
日
）の
三
日
間
、

役
場
前
特
設
会
場
を
中
心
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
20
日
。
前
日
ま
で

の
雨
か
ら
一
転
し
て
好
天
に
恵
ま
れ
、
産

業
振
興
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体

育
館
内
の
農
産
物
出
品
展
示
は
今
年
は

３
４
８
点
と
な
り
、
多
く
の
方
が
即
売
会

に
向
け
て
出
品
物
を
手
に
取
り
品
定
め
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
山
田
小
、
万
江
小
の
児

童
が
育
て
た
も
ち
米
を
利
用
し
て
作
っ
た

も
ち
で
お
楽
し
み
券
が
入
っ
た
も
ち
投
げ

で
大
賑
わ
い
。
そ
の
後
、
人
吉
ね
ぶ
か
太

鼓
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
や
山
江
中
三
年

生
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
発
表
と
続
き
、
福

引
大
会
で
は
今
回
は
村
内
各
世
帯
に
景
品

が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
、
皆

手
に
握
り
締
め
た
抽
選
券
の
番
号
と
読
み

上
げ
ら
れ
る
番
号
を
見
比
べ
て
一
喜
一
憂

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
芸
能
シ
ョ
ー
に
差
し
掛

か
る
頃
に
は
、
風
は
冷
た
い
も
の
の
日
が
差

し
込
み
絶
好
の
祭
り
日
和
に
。
芸
能
シ
ョ
ー

で
は
地
元
歌
手
の
万
江
み
ど
り
さ
ん
の
美

し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
、
山
川
豊
シ
ョ
ー

で
は
本
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
現
れ
る
と
、
黄

色
い
声
援
が
あ
が
り
、
顔
写
真
が
入
っ
た

う
ち
わ
を
持
っ
た
〝
追
っ
か
け
〞
の
人
達

が
か
ぶ
り
つ
く
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
で
来
場
者
数
が
最
も
多
く

賑
や
か
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

や
ま
え
の
農
作
物
・
産
業
物

　

大
集
結
！

芸
能
シ
ョ
ー
も
大
賑
わ
い

「入れ！」ゴールを目指し、雨にも負け
ずグラウンドゴルフ

山江中学校が勇壮に披露する伝統芸能の
臼太鼓踊り

山江中学校が披露する息の合った伝統芸
能の棒踊り

出品物を心行くまでご覧いただきました

山江中学校が華麗に披露する伝統芸能の
扇踊り

ずらりと並ぶバイクの展示会

花木の美しさに見とれ　こころ和むひと
とき

即売会も人がたくさん来られ盛り上
がりました

山江出身の万江みどりショー

当日は晴天で飲み物を売れ行き上々

アンパンマンが山江村にやってきた。
「赤い羽根の募金ありがとう～」

各出店も繁盛！繁盛！出展品では75点の表彰がありました

体の奥まで響きわたる人吉ねぶか太鼓の
音色

もち投げでは山田小の子ども達も参加

　ゲートボールの玉に気合いを入れて
　「えいっ！」

「イチ！ニ！」毎年恒例 燃え上がる球磨
拳大会

多くの人が集い賑わった祭りの会場今回は29名が表彰されました

出品物入賞者
品　名 １等賞 ２等賞 ３等賞

葉菜類

白 菜 加 賀 梨 桜 吉田フジ子 蕨 野 京 子
キ ュ ウ リ 廣 田 公 市
キ ャ ベ ツ 赤坂美都子 岩 山 二 美
ネ ギ 山 口 千 里 嶋 原 清 加 田口アサ子
ほうれん草 山 口 千 里
ブロッコリー 加 賀 日 菜
その他の葉菜 中 村 弘 美 石山ヒトエ 福 本 育

根菜類

甘 藷 田 島 貞 子 勝 山 幸 人
馬 鈴 薯 前 田 祐 子 橋 本 安 子 久保田艶子
し ょ う が 篤川嘉智子 上 村 一 子 宮 原 房 子
里 芋 加 村 恒 谷口サツ子
山 芋 中 村 至 拡
大 根 桐 木 則 算 東 フ ジ 子 蕨 野 京 子
ニ ン ジ ン 白 川 ツ キ 上 村 孝 子
こんにゃく芋 村 内 京 子

雑　穀
玄 米 山 下 清 美
小 豆 平山サヤカ
黒 豆 別 府 共 子

果　実

栗 谷 口 剛 勝原星四郎 松 尾 學
柿 田 島 貞 子 森 田 成 孝 田上セイ子

ゆ ず 大戸八千代 福 山 浩 上 村 一 郎
その他の果実 岩田ギン子 栁瀬なり子 宮 田 幸 喜

林産物 干したけのこ 入 口 幸 子

わが家の
宝物

味 噌 大戸八千代 椎 葉 繁
醤 油 椎 葉 繁
漬 物 東 け さ 子 中川シツ子 平山千代美
粕 漬 橋 本 英 美 宮原ヤス子 平 川 清 子
ゆずこしょう 川内ミチヨ 吉 村 初 義 西 ミ ツ ヨ
梅 干 横 山 文 子 坂 口 律 子 中 村 京 子
こんにゃく 宮原須磨子 岩 本 凉 子
果 実 酒 久保山哲至 橋 本 英 美 中村エミ子
蜂 蜜 岩 本 弘 江
その他加工品 土 本 節 子 川内ミチヨ

その他

手芸・工芸品 宮 村 紀 元
盆 栽 内 川 健 児

蘭
久保田武久 穴 見 和 光
丸 山 昭 太

産業まつり時表彰者
番号 表 彰 内 容 氏　名

1
表彰状（自治功労者：全国町村監査委員協議会長
表彰：元監査委員）

鏡山和人

2 感謝状（前村議会議員） 田村四郎

3 感謝状（前村議会議員） 日熊正守

4 感謝状（前村議会議員） 木口恒夫

5 感謝状（教育功労者・前教育委員長） 次山逸代

6 感謝状（教育功労者・前教育委員長） 西　孝恒

7 感謝状（教育功労者・前教育長） 古賀宗博

8 感謝状（自治功労者・前固定資産評価委員） 尾方信子

9 感謝状（山林寄付・一般） 石原終江

10 感謝状（畜産功労者・球磨畜産共進会主） 宮原速美

11 感謝状（畜産功労者・球磨畜産共進会） 平川信一

12 国民健康保険特定健康診断受診優良区 中村輝満（区長）

13 国民健康保険特定健康診断受診優良区 吉川年幸（区長）

14 国民健康保険特定健康診断受診優良区 秋山　稔（区長）

15 国民健康保険特定健康診断受診優良区 大塚　忍（区長）

16 国民健康保険特定健康診断受診優良区 冨岡隆治（区長）

17 農林産物出品者　ほか26名 谷口　剛

18 球磨拳（団体優勝） 第５区

19 球磨拳（団体２位） 第１２区

20 球磨拳（団体３位） 第１１区

21 球磨拳（個人優勝） 横山　守

22 球磨拳（個人２位） 田山豊喜

23 球磨拳（個人３位） 小﨑純一

24 ゲートボール大会（団体優勝） 別府チーム

25 ゲートボール大会（団体２位） 堂園チーム

26 ゲートボール大会（団体３位） 東浦チーム

27 グラウンドゴルフ大会（個人優勝） 宮村紀元

28 グラウンドゴルフ大会（個人２位） 内川幸人

29 グラウンドゴルフ大会（個人３位） 藤田悦子
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地域活性化に向けて
山江サービスエリアを活用した事業創造プロジェクト会議

こどもたちが見る世界
人吉球磨科学展・発明工夫展

　

山
江
村
歴
史
民
俗
資

料
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
人
吉
球
磨
理
科
教
育

研
究
会
主
催
「
人
吉
球
磨

科
学
展
・
発
明
工
夫
展
」

の
入
賞
作
品
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
数
応
募
の
中
か
ら

厳
格
な
審
査
に
よ
り
選

ば
れ
入
賞
し
た
作
品
73

点
が
展
示
さ
れ
、
児
童
生

徒
の
身
近
な
も
の
へ
の

純
粋
な
好
奇
心
や
柔
軟

な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

研
究
や
発
明
品
が
並
び
、

見
る
人
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

【山江村内小・中学校の入賞作品】
賞 作品名 学校／学年

優秀賞

生き物の足のひみつ 万江小／２年
パラシュートの落ち方調べ 山田小／６年
にごった川の中で何が起こっている
のか　～水の石を運ぶ力を調べる～ 万江小／６年

たたいてこすってどうなるかな 万江小／１年

優賞

つばめが巣立つまでの観察 山田小／４年
野菜は何が好き？ 山田小／４年
万江小のこん虫・生き物しらべ 万江小／３年
色が変わる不思議な水 山田小／５年
身近な植物で薬を作ろう！ 万江小／６年
よく回る風車の製作と考察 山江中／２年

　

人
吉
球
磨
で
唯
一
の
山
江
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
を
活
用
し
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
事
業
を
創
造
し
て

い
く
た
め
、
第
１
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
開

始
早
々
、
議
題
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
周
辺
を
視
察
し
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
協
議

し
ま
し
た
。
今
後
は
高
速
道
路
を

管
理
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
と
連
携
し
、
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
委
員
】

委
員
長　

日
熊
正
守

委　

員　

冨
岡
隆
治
、
小
崎
純
一
、

　

嶽
本
雄
一
、
中
竹
隆
博
、

　

吉
村
初
義
、
中
村
征
生
、

　

中
山
休
、西
村
美
香
、江
口
光
昭
、

　

山
口
美
敏
、
白
川
俊
博
、

　

新
山
孝
博
、
迫
田
友
香

山江村の文化・芸術を満喫
第５回山江村文化祭開催

　

山
江
村
体
育
館
に
て
山
江
村
文

化
協
会
（
会
長 

吉
川
和
子
）
主
催

に
よ
る
第
５
回
山
江
村
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
６
回
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ー
ト
作
品

展
も
同
時
開
催
で
行
い
、
総
数

４
６
８
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
部
か
ら
も
様
々
な
作
品

展
示
が
あ
り
、
会
場
に
訪
れ
た
方

は
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
熱
心

に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
観
覧
し
て
い
ま

し
た
。

　

30
日
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

三
味
線
部
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、

舞
踊
や
読
み
聞
か
せ
、
英
会
話
ク

ラ
ブ
の
演
劇
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
の
発
表
が
あ
り
、
会
員

が
ふ
だ
ん
取
り
組
ん
で
い
る
練
習

の
成
果
を
、
ス
テ
ー
ジ
で
精
一
杯

披
露
。
ま
た
、
村
内
の
保
育
園

児
、
小
学
生
に
よ
る
踊
り
や
ダ
ン

ス
、
中
学
生
の
合
唱
、
そ
し
て
第

60
回
全
国
青
年
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
っ
た
山
江
村
青
年
団
の
合
唱

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
雨
の
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が　

子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま

り
、
山
江
村
の
文
化
・
芸
術
が
満

喫
で
き
た
素
晴
ら
し
い
２
日
間
で

し
た
。

　

今
後
も
文
化
協
会
で
は
、
各
部

で
会
員
加
入
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い

つ
で
も
教
育
委
員
会
内
山
江
村

文
化
協
会
事
務
局
（
☎
２
３

－

３
６
０
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

10 29㈯・30㈰

10 ７㈮10 21㈮～27㈭

心ふれあい　支えあい
第40回球磨郡身体障がい者体育祭

　

あ
さ
ぎ
り
町
免
田
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
第
40
回
球
磨
郡
身
体
障

が
い
者
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
本

村
か
ら
も
、
当
事
者
と
そ
の
ご
家

族
の
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
参
加

者
全
員
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
競
技

に
臨
み
ま
し
た
。
競
技
は
団
体
で

行
う
も
の
が
多
く
、
参
加
者
の
方

は
各
種
目
と
も
皆
で
声
を
掛
け
合

い
、
支
え
合
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
競
技
は
、「
心
の
ふ
れ
合

い
」
と
い
う
競

技
で
、
ス
タ
ー

ト
側
の
競
技
者

が
バ
ケ
ツ
か
ら

湯
飲
み
茶
碗
に

水
を
汲
み
、ゴ
ー

ル
側
の
競
技
者

ま
で
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
の
よ
う
に

水
の
入
っ
た
茶

碗
を
渡
し
て
一

升
瓶
一
杯
に
水

を
注
ぐ
と
い
う

競
技
で
す
。

　

速
さ
を
競
う

競
技
で
す
が
、

ス
ピ
ー
ド
だ
け
重
視
し
て
は
水
が

こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
て
水
が
溜
ま
ら

ず
、
各
チ
ー
ム
の
作
戦
や
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
競
技
で
山
江
村
チ
ー
ム
は
、
息

の
合
っ
た
動
作
で
圧
倒
的
な
強
さ

を
見
せ
1
位
を
取
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

最
終
結
果
は
、
全
体
で
5
位
で

し
た
が
、
参
加
者
全
員
の
大
き
な

笑
い
声
が
た
え
な
い
体
育
祭
と
な

り
ま
し
た
。

10 25㈫

革命的チェリストの神業パフォーマンスに陶酔
くまもと教育の日inやまえ　音楽鑑賞の夕べ　～吉川よしひろチェロコンサート開催～

　

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
チ
ェ
ロ
の
演
奏

者
と
し
て
世
界
的
に
も
有
名
な
『
吉

川
（
き
っ
か
わ
）
よ
し
ひ
ろ
』
さ
ん

を
お
招
き
し
、
音
楽
鑑
賞
の
夕
べ
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
吉
川
さ
ん
は

開
演
と
同
時
に
「
皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん

は
」
と
一
言
挨
拶
し
て
笑
顔
で
入
場

し
そ
の
ま
ま
演
奏
。
最
初
約
70
名
の

観
客
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
様
子
で
し

た
が
、
吉
川
さ
ん
の
奏
で
る
チ
ェ
ロ

の
美
し
い
調
に
、
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
江
中
学
校
で

音
楽
を
担
当
さ
れ
て
い

る
藤
本
由
布
子
講
師
が
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
を
手
に
登
場

し
、
吉
川
さ
ん
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
北
原
白
秋
の

「
こ
の
道
」
を
演
奏
す
る

と
、
２
つ
の
弦
楽
器
が
織

り
成
す
幻
想
的
な
音
楽
が

会
場
を
包
み
ま
し
た
。
演

奏
会
中
盤
は
、
元
Ｔ
Ｋ
Ｕ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
矢
部
絹
子

さ
ん
の
朗
読
で
、
新
美
南

吉
の｢

う
た
時
計｣

と
宮

沢
賢
治
の｢

雨
ニ
モ
負
ケ

ズ｣

が
披
露
さ
れ
、
会
場

全
員
が
物
語
の
世
界
へ
と

引
き
込
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
の
締
め
は
、
や
は
り
吉
川
さ

ん
の
独
奏
で
し
た
。
吉
川
さ
ん
が
演

奏
を
終
え
ス
テ
ー
ジ
脇
へ
帰
っ
て
も

会
場
の
拍
手
は
鳴
り
止
ま
ず
、
つ
い

に
は
観
客
全
員
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
ア
ン
コ
ー
ル
す
る

と
、再
度
ス
テ
ー
ジ
へ
と
戻
ら
れ「
被

災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
向
け
て
」

と
い
う
言
葉
の
あ
と
に
『
ア
メ
ー
ジ

ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
』
の
演
奏
で
ラ
ス

ト
を
迎
え
ま
し
た
。
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　山江村では、5 月 20 日
より東日本大震災による被
災地へ人的支援を行ってお
り、現在８名の職員を派遣
しています。今回は、先月
号に引き続き被災自治体に
対する人的支援の「チーム
熊本」第 22 陣・26 陣とし
て派遣された職員２名に現
地の状況などを報告してい
ただきました。

　

東
松
島
市
役
所
の
震
災
復
旧
対
策
室
と

い
う
部
署
で
電
話
で
の
窓
口
対
応
業
務
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
震
災
復
旧
対
策
室
は
、

復
旧
の
た
め
の
様
々
な
支
援
を
統
括
す
る

部
署
で
義
援
金
・
支
援
金
の
申
請
受
付
や

仮
設
住
宅
の
受
付
、
被
災
し
た
家
屋
の
応

急
修
理
の
支
援
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

電
話
で
の
対
応
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

被
災
者
の
方
の
切
実
な
ご
相
談
や
ご
不
満

な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

感
想
と
し
て
は
震
災
か
ら
５
ヶ
月
経
過
し

て
お
り
、
ま
た
遅
れ
て
い
た
義
援
金
の
給

付
も
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の

方
も
一
様
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
中

に
は
自
宅
か
ら
離
れ
た
く
な
い
と
全
壊
し

た
住
居
に
今
も
住
ん
で
お
ら
れ
、
苦
し
い

生
活
状
況
を
涙
な
が
ら
訴
え
ら
れ
る
被
災

者
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
日
に
は
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
南

三
陸
町
や
陸
前
高
田
市
な
ど
を
視
察
に
行

き
ま
し
た
。
瓦
礫
の
撤
去
は
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
う
ず
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
瓦

礫
が
被
害
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
お
り
ま

し
た
。
今
回
の
派
遣
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
、
電
話
先
で
言
葉
で
分
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
「
遠
く
か
ら
来
て
頂
い
て
あ

り
が
と
う
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
こ

と
で
し
た
。
苦
し
い
状
況
で
も
感
謝
の
心

を
忘
れ
な
い
東
北
の
方
の
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
困
難
で
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
必
ず
復
興
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
今
回
の
派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ

れ
か
ら
の
業
務
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
松
島
市
市
役
所
で
の
業
務
と
し
ま
し

て
は
、
災
害
弔
慰
金
、
義
援
金
、
障
害
見

舞
金
、
援
護
資
金
の
申
請
受
付
に
従
事
し

ま
し
た
。

　

東
松
島
市
の
内
陸
部
は
目
立
っ
た
被
害

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
足
を
伸
ば

し
て
沿
岸
部
の
地
域
へ
出
向
く
と
、
田
ん

ぼ
の
中
に
船
や
車
が
流
さ
れ
て
き
て
い
る

な
ど
、
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
悲
惨
な

光
景
ば
か
り
で
し
た
。

　

震
災
か
ら
半
年
以
上
経
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
瓦
礫
等
の
撤
去
は
進
ん
で
い
て
復

興
へ
向
か
い
始
め
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
後
の
処
理
や
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て

い
る
方
々
の
防
寒
対
策
な
ど
問
題
は
山
積

み
の
よ
う
で
す
。

　

派
遣
期
間
中
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

震
災
で
家
族
や
友
人
を
亡
く
さ
れ
て
い
て

も
、
私
た
ち
に
激
励
や
感
謝
の
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
る
住
民
の
方
々
の
優
し
さ
に
、

元
気
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
被
災
地
へ
行
っ
て
、
今
後
も
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
何
ら
か
の
形
で
継
続
的

な
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
東
松
島
市
で
の
貴
重
な
経
験
を
、

今
後
の
自
分
の
業
務
に
生
か
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

8/24 － 9/4（宮城県東松島市派遣）
産業情報課　尾方義和

10/3 － 15（宮城県東松島市派遣）
健康福祉課　勝山晃嗣

東
北と
共
に

　

 

考
え
る

連
載

グリーンで親交を深めて
第21回山江村民ゴルフ大会

　

当
日
は
雨
天
の
中
、
山
江
村
体

育
協
会
ゴ
ル
フ
部
（
部
長 

森
田
俊

介
）
主
催
の
山
江
村
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
大
会
で

す
が
、
今
回
も
熊
本
丸
岡
会
（
会

長 

横
谷 

修
氏
）
や
遠
く
は
福
岡
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
45
名
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
箱
を
設
け
、
ワ
ン
オ

ン
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
５
０
０

円
を
投
入
し
、
山
江
村
の
社
会
福

祉
の
向
上
に
役
立
て
て
も
ら
う
よ

う
山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
東
日
本
大

震
災
義
援
金
も
募
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
対
し
、
貴
重
な
賞

品
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
各
事

業
所
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
大
会
は
平
成
24
年
11
月

４
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
今
大
会
の
成
績
】

（
団
体
戦
）

　

優
勝
：
第
４
区

　

準
優
勝
：
熊
本
丸
岡
会

　

３
位
：
第
14
区

（
個
人
戦
）

　

優
勝
：
森
田
俊
介
（
70
．4
）

　

準
優
勝
：
久
保
田
守
（
70
．8
）

　

３
位
：
平
山
辰
也
（
72
．2
）

（
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
）
岩
城
第
五
郎
（
73
）

11 6㈰

東日本大震災義援金
受付状況
　（10月 31日現在）

■義援金受付額
3,130,912円
　　　（累計）

ご支援ありがとうござ
います
▼お問い合わせ 総務課

山江村青年団　全国青年大会へ出場
第６０回記念全国青年大会

　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
60
回
記
念

全
国
大
会
に
山
江
村
青
年
団
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

野
球
の
部
は
熊
本
県
代
表
と
し

て
、
山
江
村
か
ら
３
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
１
回
戦
で
高
知
県
と
対
戦

し
、
６

－

０
で
敗
戦
と
い
う
成
績
で

し
た
。

　

合
唱
の
部
で
は
7
月
の
県
総
合
青

年
祭
文
化
の
部
で
優
勝
し
、
13
名
の

団
員
が
全
国
大
会
へ

参
加
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
向

け
、
命
の
尊
さ
を
歌
っ

た
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ

レ
イ
ス
」
と
「
響
き
あ

う
命
」
を
合
唱
し
ま
し

た
。
６
月
か
ら
毎
週
２

回
の
練
習
を
積
み
重
ね

挑
ん
だ
全
国
大
会
で

は
、
努
力
の
甲
斐
も
あ

り
努
力
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
会
終
了
後

は
、
全
国
の
青
年
団
員

と
の
意
見
交
換
が
で

き
、
大
変
貴
重
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

山
江
村
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
全
国
大
会
へ
の
資
金
づ
く

り
で
物
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
山
江
村
青
年
団
は

地
域
行
事
等
に
参
加
し
、
若
い
力
で

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

山
江
村
青
年
団
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

11 11㈮～14㈪
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固
定
資
産
税
の
新
面
積
に
よ
る
課
税
が
始
ま
り
ま
す

　

山
江
村
で
は
昭
和
56
年
度
か

ら
行
っ
て
き
ま
し
た
地
籍
調
査

が
終
了
し
、
平
成
23
年
度
に
全

筆
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
23
年
度

ま
で
は
調
査
前
の
地
積
に
よ
り

課
税
さ
れ
て
い
た
固
定
資
産
税

が
、
平
成
24
年
度
か
ら
調
査
後

の
新
面
積
（
※
１
）
に
よ
っ
て

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
と
は
税
額
に
変
動
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
課
税
さ
れ
な

か
っ
た
方
も
調
査
後
の
新
面
積

が
課
税
標
準
額
の
30
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。（

※
１
）
新
面
積
と
は
、
地

籍
調
査
の
際
に
皆
さ
ま
の
立

会
い
確
認
の
元
、
決
定
し
た

境
界
で
算
出
し
た
実
測
面
積

で
す
。

   

各
共
有
地
代
表
者
の
方
へ

　

後
日
、
役
場
よ
り
共
有
の
固

定
資
産
を
お
持
ち
の
方
へ
下
記

の
よ
う
な
『
固
定
資
産
税
（
共

有
）
の
納
税
に
関
す
る
代
表
者

届
』
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

共
有
地
の
代
表
者
の
方
は
、

共
有
者
の
氏
名
や
持
分
等
の
事

前
確
認
を
お
す
す
め
致
し
ま

す
。

所有者
区分 地目 区分 地積 評価額 年税相当額

一筆所有 山林
地籍調査前 89,810㎡ 220,187円 0円

（免税点未満）

地籍調査後 129,065㎡ 316,429円 4,430円

複数所有 畑
地籍調査前 7,919㎡ 366,647円 5,133円

地籍調査後 10,532㎡ 622,345円 8,712円

山江村ケーブルテレビ インターネットサービスに加入しませんか山江村ケーブルテレビ インターネットサービスに加入しませんか
　只今、ケーブルテレビ加入者のみご利用できる『インターネットサービス』への加入申込を受け付けています。

◇利用可能日　　申込後約１週間
◇アクセス回線　ＮＴＴ西日本Ｂフレッツ
　　　　　　　　ビジネスタイプ
　　　　　　　　100M×3回線（300M）
◇プロバイダー　山江村ケーブルテレビインターネット
◇メール　　　　ネット上の無料サービスも利用可能

※現在利用されているインターネットサービスから山江
村ケーブルテレビインターネットサービスを利用され
る際の諸経費（解約手数料、工事費）については、個人負担となります。
※ウイルス対策については、ご利用者自身で対応いただきます。

お問い合わせは　ケーブルテレビセンター　☎２２－８８０８

山江村ケーブルテレビ　インターネット

通信速度（最高） 最大１００Mbps
( ベストエフォート )

プロバイダー契約 不要
ひかり電話 利用不可
ウイルス対策 利用者で実施
初期工事費 無料

利用料金 ２，５００円（税込）/月（一般）
４，０００円（税込）/月（事業者） （免税点未満）

（円）

【複数所有】
平成 23年度：課税
平成 24年度：課税（増税）

【一筆所有】
平成 23年度：非課税
平成 24年度：課税

教えてほしい土地のこと Q A&

土地の課税標準額が（評価額）の
合計額が
①30万円未満（免税点以下）の場合

→課税されない
②30万円以上の場合

→課税される

ご不明な点は、税務
課の税務係までおた
ずね下さい。

Q１　誰が共有者かわからない時は？
役場又は法務局で調べることができます。
役場では、土地台帳を閲覧してもらうことで、共
有者を確認することができます。
法務局では、要約書等（有料）を請求して調べる
ことができます。

Q２　なぜ平成24年度から新面積で課税するの　　　ですか？
平成23年度までは、地籍調査による登記が全筆
終了しておらず、調査前及び調査後の面積で課税
すると不公平が生じますので、公平さを保つため
に全筆登記が終了した次年度（平成24年度）よ
り課税することとなりました。

Q３　納税額はいつの時点でわかりますか？
固定資産税第１期分の納付書を５月に送る際に、
同封の課税明細書に記載しておりますのでご確認
ください。

その他ご不明な点については、税務課までお尋ね
下さい。　　　税務課 税務係　☎２３－５６９２
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高血糖を放っておかないで！
糖尿病について知ろう！

　血糖値は高めだけど、体は何ともないし、今までも平気だったし、まあ大丈夫だろう・・。こんな風に糖
尿病を甘く見ていませんか？

糖尿病とは
　運動不足や食べすぎ、ストレス、肥満、遺伝などによって血糖値を下げるホルモン（インスリン）の効
きが悪くなったり、インスリンを十分につくることが出来なくなった場合に、エネルギーに変換されなかっ
たブドウ糖が血液中にあふれて高血糖状態になることを言います。糖尿病は全身の血管や神経を傷めつけ、
様々な合併症を引き起こします。

糖尿病の3大合併症は「し・め・じ」と覚えよう

し・・「神経の障害」（手足のしびれ、こむらがえり）
め・・「眼の障害」（網膜症。毛細血管が出血を繰り返し進行して失明することもある）
じ・・「腎臓の障害」（腎臓の機能が低下し、人工透析が必要になることもある）

　これらの合併症は、いったん起きると完全に治ることはありません。

大きな血管の異常が招く合併症「え・の・き」にも要注意！

え・・「壊疽」（足先の血流が悪くなり、足の先端部から腐ってきてしまう）
の・・「脳卒中」（血管がつまると脳梗塞、血管が破れると脳出血を起こす）
き・・「虚血性心疾患（心筋梗塞）」

糖尿病予防の基本は「バランスのとれた食事」と「運動」
食生活は、規則正しくバランスよく
　単に食事を制限するだけでは、健康を害してしまいます。摂取エネルギー量を減らしながら、規則正
しく栄養バランスのよい食生活を心がけるようにしましょう。

無理せず気軽に続けられる運動を
　運動は無理をせず継続することが肝心です。「きつい」と感じる運動よりも「ややきつい」くらいの
運動で十分です。また毎日続けなくても運動には効果があります。無理せず自分のペースで運動を楽し
みましょう。

　早期発見のために自覚症状のないうちから定期

的に健診を受けることが大切です。今年度の特定

健診結果で必要な方には、保健師や管理栄養士が

お手伝いする特定保健指導を案内しますので、ご

自分の健康のために是非保健指導をご利用くださ

い。
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「地域の支え合いがお互いの暮らしを守る」地域包括支援センターだより

　80歳以上の高齢者では死因の1位が肺炎です！

高齢者の肺炎の特徴

①咳や熱、痰などの典型的な症状が現れにくい

②食欲不振や全身の倦怠感などが唯一の症状の場合がある

③慢性疾患や呼吸器症状などがあると、特に重症化しやすい

④インフルエンザなどからなりやすい　　　　　　　　　　　　　　など

高齢になるほど、特に嚥下性肺炎には注意を！

嚥下性肺炎とは、食事などの際に飲み込みがうまくできずに食物や唾液の中の雑

菌などが気道から肺に入って炎症を起こしてしまう病気です。特徴は肺炎とほぼ

同じです。65歳以上の高齢者で、特に寝たきりの人に多く見られます。

　

嚥
えんかせい

下性肺炎の特徴

①口腔ケアができていないとかかりやすい。

②呼吸数の増加がみられる

③脱水症状があり皮膚も乾燥している　　　　など

嚥
えんかせい

下性肺炎の予防法と対策

<食べさせ方>

　食事のときは、お茶や吸い物など先に 3口ほど飲ませると、飲み込む

ときに使う、のどの筋肉が目覚め、嚥下機能が働きやすくなります。食

べるときあごが上を向いていると誤嚥のもとになります。

<食べやすいもの>

　少しとろみがついたほうが、誤嚥しにくいのでおすすめ。食材を細か

くしても誤嚥しにくくなるわけではないので注意しましょう。

<飲み込む力とお口体操>

　　飲み込む力が弱くならないように、口のまわりの筋肉を鍛える体操をしましょう

　※口のまわりの筋肉を鍛える体操 ⇒ 大きく口を開けて ｢あ！・い！・う！・え！・お！ ｣と発声する。

肺炎・嚥
えん

下
か

性
せい

肺炎

高齢者のことで困ったり、悩んだりしたときは一人で悩まずご相談ください。

健康福祉課地域包括支援センター　☎２３－２２３２

担当：角
かくはた

畑・蕨野・迫田

高齢者を守ろう 支えあう家族愛
11月11日（いい日いい日）は介護の日

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要

な
方
々
が
増
加
し
て
い
る
中
、
介
護

に
関
す
る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を

深
め
、
介
護
従
事
者
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
及
び
介
護
を
行
っ
て
い
る

家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
を
地
域
で
の
支
え
合
い

や
交
流
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
介

護
に
関
し
、
国
民
の
啓
発
を
重
点
的

に
実
施
す
る
た
め
の
日
と
し
て
、「
11

月
11
日
」
を
「
介
護
の
日
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
介
護
の
日
」
と
い
う
こ

と
で
、
実
際
に
介
護
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
村
内
の
方
に
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
方
は
約
20
年
前
か
ら
家
族
の

方
と
ご
一
緒
に
お
母
さ
ん
を
介
護
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
日
の
介
護
は
検
温

か
ら
始
ま
り
、
日
常
生
活
の
ほ
と
ん

ど
を
介
助
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
整
備
が
進
む

中
、
在
宅
で
頑
張
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る

理
由
を
尋
ね
る
と
「
以
前
に
入
院
さ

せ
た
時
に
、
他
の
患
者
さ
ん
も
い
て

１
人
１
人
に
時
間
を
か
け
ら
れ
な

い
施
設
や
病
院
に
任
せ
ら
れ
な
い
と

思
っ
た
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
意
地
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の
母
さ

ん
だ
か
ら
介
護
は
仕
方
な
い
よ
な
。」

と
あ
っ
さ
り
。「
で
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る

時
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
カ
ラ
オ
ケ

行
っ
た
り
友
達
と
飲
み
に
行
っ
た
り

す
る
よ
。
や
っ
ぱ
り
自
分
の
趣
味
や

楽
し
み
が
な
い
と
ね
。
本
当
は
釣
り

に
も
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
。」
と
２

年
前
に
釣
っ
た
魚
の
写
真
を
見
せ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
介
護
を
苦
と
せ
ず
、

毎
日
の
生
活
の
一
部
と
し
て
自
然
に

受
け
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
明
る

く
話
し
て
下
さ
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
最
後
に
「
自
分
自
身
に

と
っ
て
介
護
っ
て
何
で
す
か
？
」
と

の
質
問
に
「
介
護
は
自
分
に
と
っ
て

天
職
か
な
。
母
さ
ん
が
与
え
て
く
れ

た
仕
事
か
も
し
れ
な
い
ね
。
幼
少
時

期
に
心
配
や
苦
労
を
か
け
た
か
ら
、

今
度
は
自
分
の
番
。」
と
答
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
家
族
の
絆
の
大
切
さ
が
伝

わ
り
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
貴

重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
は
病
気

や
骨
折
等
の
ケ
ガ
な
ど
様
々
で
す
が
、

介
護
が
必
要
に
な
る
、
ま
た
は
介
護

を
す
る
立
場
に
な
る
こ
と
は
誰
で
も

有
り
う
る
こ
と
で
す
。
実
際
に
在
宅

で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
、
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
み
ん
な
い
ろ
ん
な

思
い
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
家
族
で
介
護
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
　
　

℡
２
３-

３
９
７
８
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平成24年度　保育所入所のご案内
　平成２４年度の保育所入所に係る受付及び面接を下記のとおり実施いたします。
保育所入所希望（新規・継続）の保護者の方は、受付時に必要書類をお渡ししますので、必ず期間内に所
定の手続きをとって下さい。
○受付期間　平成２３年１２月1日（木）～平成２４年１月１３日（金）まで
○受付場所　山江村役場健康福祉課福祉係（℡２３－３９７８）
○面接日及び面接場所
　・山田地区
　　　（期日）平成２４年１月１９日（木）
　　　（時間）午前９時～正午（１・２・３・４・５・６区）
　　　　　　  午後１時～午後５時まで（７・８・９・１０・１１・１２区）
　　　（場所）山江村農村環境改善センター（役場隣）１階和室
　・万江地区
　　　（期日）平成２４年１月２０日（金）
　　　（時間）午前９時～正午まで（１３・１４・１５・１６区）
　　　（場所）自然休養村管理センター
※　面接は必ず受けてください！面接を受けなければ入所は出来ません。
※　村外保育所の方も手続きが必要となります。

障がいのある方へ
～各種手当についてのお知らせ～

《特別障害者手当》
○特別障害者手当とは
　身体や知的・精神に重度の障害があり、日常生活において常時特別の介護を必要とする20歳以上の在
宅の方に対し支給される手当です。
※施設入所中の方及び3ケ月以上入院している方は対象となりません。

○手当額　月額26,340円
　　　　　※手当ては、2月、5月、8月、11月の四期で支給されます。
　　　　　※所得による支給制限があります。

《特別児童扶養手当》
○特別児童扶養手当とは
　身体や知的・精神に中度以上の障がいを持つ児童(20歳未満)を養育している父もしくは母、または父母
に代わって養育している方に対して支給される手当です。

○手当額　月額　1級…50,550円　　2級…33,670円
　　　　　※手当ては、4月、8月、11月の三期で支給されます。
　　　　　※所得制限があります。

《障害児福祉手当》
○障害児福祉手当とは
　身体や知的・精神に重度の障がいがあり、日常生活において常時介護を必要とする20歳未満の在宅の
方に対して支給される手当です。

○手当額　月額14,300円
　　　　　※手当ては、2月、5月、8月、11月の四期で支給されます。
　　　　　※所得による支給制限があります。

【問い合せ先】　　健康福祉課 福祉係　☎23-3978

　認知症・知的障がい・精神障がい等があられるために判断能力が不十分であり、日常生活に不安のある方
へ・・・地域福祉権利擁護事業を利用してみませんか。

　このようなことで、お困りの方に対して、生活支援員がご自宅などを訪問して相談に応じ、次の４点について援助します。
　①福祉サービスを利用したり、やめたりすること
　②日常的な金銭管理（金融機関での手続き、お金のお届けなど）
　③大切な書類などのお預かり
　④定期的な訪問による生活状況の把握
　といったことなどを、ご本人との「契約」により、社会福祉協議会が、責任を持って手続きや支払いの代行などを行います。
　　利用料　　１回１時間あたり９００円（以後、３０分毎に４５０円加算）です。
　お問い合わせ先　山江村社会福祉協議会　　☎２４－１５０８（域内無料電話共通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎２８－３５５６　

～地域福祉権利擁護事業からのお知らせ～

・ホームヘルパーやデイサービスなど、福祉サービスを利用したいが、相談する人がいない。
・年金や生活保護費などをすぐに使い切ってしまう。また、そのために公共料金や家賃を支払
えなくなってしまう。

・介護保険や年金などの通知やその他の郵便物が来ても、内容がよくわからない。また、手続
きがわからない。

・物忘れなどで通帳などの大切なものをどこにしまったか、わからなくなってしまう。
　また、再発行を何度も繰り返している。自分で保管しておくのが心配である。
・訪問販売の被害に何度もあっており、断りきれない。その支払いにも困っている。

例えば

文：人吉球磨環境協議会
絵：球磨工業高校美術部

ゆ
湯
た
ん
ぽ
で

　
　

足
元
ポ
カ
ポ
カ

　
　
　

朝
ま
で
良
い
睡
眠

　

地
球
に
や
さ
し
い
暖
房
グ
ッ
ズ
の
代

表
、湯
た
ん
ぽ
は
電
気
代
も
灯
油
代
も

か
か
ら
な
い
の
で
、今
、注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。環
境
に
も
、お
財
布
に
も
や
さ

し
く
体
と
心
も
温
め
る
湯
た
ん
ぽ
で
、

エ
コ
生
活
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達
　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならないむし
歯がなかったお子さんです（治療中の人を除く）。歯みがき ､
仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。
５歳児歯科検診

（平成23年10月6日）
　石本　昊士　(信一郎) 9区
　合志　琉生　(和彦) 10区
　谷山　凌大　(弘子) 10区
　田村　海惺　(俊二) 1区
　告本　花菜　(陽章) 2区
　畠山　美波　(欣和) 6区

　東　優希哉　(公一郎) 4区

　（敬称略・あいうえお順）

　今回むし歯が
あったお子さん
は早めに治療を
しましょう。

国民年金保険料の
納付方法について

○納付書
　日本年金機構から送付される納付書に明記
されている金融機関（銀行・郵便局など）、
コンビニで納付します。
○口座振替
　預貯金口座から自動的に引き落とされま
す。１年前納（４月末）、６ヶ月前納（４月
末・10月末）
○電子納付
　インターネットバンキングや金融機関のＡ
ＴＭなどのサービスを利用して保険料の電子
納付ができます。
○クレジットカード
　クレジットカード会社が被保険者に代わっ
て当月分の保険料を当月末に立替納付し、翌
月にカード利用代金として被保険者に請求を
行います。申込用紙に必要事項を記入し年金
事務所へ申込みます。
納付できる保険料は現年度分の定額保険料・
付加保険料です。毎月納付・１年前納付・半
年前納付があります。
（お問合せ先）
　　八代年金事務所　☎0965-35-6123
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長
く
続
い
て
い
る
人
権
課
題
に
同
和
問
題
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、生
ま
れ
た
場
所
や
出
身
地

に
よ
り
差
別
さ
れ
る
不
当
な
差
別
で
す
。そ
れ
が

続
い
て
き
た
背
景
に
は
、家
柄
を
気
に
す
る
身
分

意
識
や
、よ
そ
も
の
を
排
除
し
が
ち
な
地
域
集
団

の
あ
り
方
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、同
和
問

題
を
利
用
し
金
品
を
得
よ
う
と
す
る「
え
せ
同
和

行
為
」も
あ
り
、同
和
問
題
へ
の
理
解
は
得
ら
れ

に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、同

和
問
題
に
つ
い
て
、怖
い
・
関
わ
り
た
く
な
い
、と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、同
和
教
育
を
受
け
て
も
、知
識
を
差
別
に

悪
用
し
た
り
、か
ら
か
い
の
材
料
に
し
た
り
と
い

っ
た
事
例
も
未
だ
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。偏
見
を

持
つ
人
が
心
無
い
行
動
を
す
る
こ
と
で
差
別
は

生
ま
れ
ま
す
。知
識
だ
け
で
な
く
、「
不
当
な
差
別

を
許
さ
な
い
」と
い
う
心
を
養
い
、偏
見
を
正
し

て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
に
つ
い
て

自動車のタイヤロック（差押え）を実施します
　山江村では、税負担の公平性を確保するため、納税催告に応じない方、納税についての誠意が認められ
ない方に対して預金や給与及び動産などの差押えを行い、滞納額の減少に努めているところです。その一
環として自動車等の「タイヤロック」（写真①）を実施します。
　写真のように器具を装着し運行できない状態にしますので、税金を完納するまでその自動車は使用でき
ません。また、勝手に器具や封印（写真②）を取り外したり破損した場合は刑法等の規定により処罰の対
象となります。
　タイヤロック装着後も完納されない状態が続く場合は、自動車を引き揚げると同時に公売により売却し、
その代金を税金に充てる方針です。

写真① 写真②

電動カートは歩行者として扱われます
ここに注意!!　交通マナーとルール

①歩道や歩行者専用道路を通行しましょう。
※歩道が無い場合は車に注意して右側を通行してく
ださい。
②道路の中央は絶対に通行してはいけません。
③横断歩道が無い場所では、見通しの良い場所で左
右の安全確認をして渡りましょう。
④２人乗りやけん引など、車イス以外の用途に使用
してはいけません。
⑤気分が悪いとき、飲酒したときの運転はやめまし
ょう。
⑥走行中の携帯電話の使用は絶対にやめましょう。
⑦音声案内機能が付いている商品もあるので、取扱
説明書等をよく読み、便利な機能を最大限に利用
しましょう。

平
成
24
年
山
江
村

成
人
式
の
お
知
ら
せ

日
時
：
平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
〜

場
所
：
山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　

今
回
の
成
人
式
対
象
者
は
平
成
３
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
の

生
ま
れ
の
方
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
11
月
下
旬
に
往
復
ハ
ガ

キ
に
よ
り
案
内
状
が
届
き
ま
す
の
で
、
提

出
期
限
ま
で
に
出
欠
の
有
無
を
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。
本
人
が
不
在
の
場
合
は
、
ご

家
族
の
方
が
返
信
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
当
日
の
夕
方
に
、
実
行
委
員

会
（
成
人
式
代
表
者
）
主
催
の
同
級
会
も

開
催
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先
：
山
江
村
教
育
委
員
会

　
　
電
話　

２
３-

３
６
０
４

人吉球磨クリーンプラザからのお詫びとお願い

『注意!!交通死亡事故多発』

　先月10月28日、人吉球磨クリーンプラザリサイクル工場内の不燃物処理ラインにおいて火災が発生しまし
た。
　今回の火災発生に際し、住民の皆様へご心配、ご迷惑をおかけしましたことを心からお詫び申し上げます
とともに、全力をあげ原因究明にあたることとしております。
　搬入される「不燃ごみ」については、施設内で徹底した選別処理を行っておりますが、それでも可燃性ガ
スが残ったままのスプレー缶、ボンベやライター、電池入りの家電機器、玩具時計などが多く持ち込まれて
いる状況にあり、このような不燃物が今回の火災の原因（出火元）ではないかと考えられています。従いま
して、本施設としましては、これまで以上に監視体制を強化し、発火要因となる不燃物の除去に最大限努め
てまいりますが、圏域の皆様におかれても、引火要因となるようなガス・乾電池等につきましては、確実に
抜き取った状態で出していただきますようご協力をお願い申し上げます。

　県下では、10月８日から11月６日までの30日間に16件の交通死亡事故が発生。
　これから年末年始に向けて、人や車の動きが慌しくなるとともに、飲酒の機会も増え、重大な交通事故の
発生が心配されます。安全で安心な人吉・球磨を築いて悲惨な交通事故をなくすため、次のことに注意して
ください。

運転者としての留意事項
・速度は控えめに、進路（前方、左右等）の安全を十分に確認しましょう。
・シートベルトとチャイルドシートの全席着用を徹底しましょう。
・前照灯の早め点灯と上向き点灯の励行を徹底し、歩行者の早期発見に努めましょう。

・飲酒運転の悪質性・危険性を認識し、飲酒運転をしないことを厳
守しましょう。
・自転車も車の仲間です。自転車のルールとマナーを守りましょ
う。

歩行者としての留意事項
・夕暮れ時や夜間外出時には、明るい服装や反射材の着用を心がけ
ましょう。
・横断は、まず止まり、左右をよく見て渡りましょう。
・横断中は左から来る車にも注意し、車の直前、直後の横断はやめ
ましょう。

ご　存　じ　で　す　か　？

右の事項をきちんと守
り、安全・快適に電動カー
トを使用しましょう。
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散
る
枯
葉
を
見
る

と
、『
葉
っ
ぱ
の
フ
レ

デ
ィ
』が
連
想
さ
れ
る

の
で
す
が
、「
散
る
こ

と
に
は
意
味
が
あ
り
、

散
っ
た
後
に
生
ま
れ

る
者
た
ち
の
礎
に
な

る
」と
い
う
お
話
で
し

た
。よ
い
礎
と
な
る
た

め
に
今
を
精
一
杯
生

き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、今
月
は
、「
赤
ち
ゃ
ん

へ
の
よ
み
聞
か
せ
」に
ふ
さ
わ

し
い
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
こ
の
本
オ
ス
ス
メ
！
】

　
『
ま
る
く
て
お
い
し
い
よ
』

　

こ
に
し　

え
い
こ　

作

　

黄
色
く
て
、ま
る
く

て
お
い
し
い
も
の
は
？

緑
色
で
、大
き
く
て
、ま

る
く
て
お
い
し
い
も
の

は
？
と
い
っ
た
、さ
ま

ざ
ま
な
色
や
絵
を
通
し

て
子
ど
も
に
語
り
か
け

る
絵
本
で
す
。

　
『
は
ね
は
ね　

は
ね
ち
ゃ
ん
』

な
か
が
わ 

り
え
こ　

文

や
ま
わ
き 

ゆ
り
こ　

絵

　

姿
勢
の
い
い
は
ね
ち

ゃ
ん
が
、い
ろ
ん
な
動

物
の
格
好
に
な
る
体
操

を
し
ま
す
。背
中
を
丸

め
れ
ば
く
ま
さ
ん
、ぴ

ょ
ん
ぴ
ょ
ん
は
ね
れ
ば

う
さ
ぎ
さ
ん
。動
き
た

く
な
る
絵
本
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
室
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

メリッサ先生

～メリッサ先生のワンポイントレッスン～

今回は、感謝祭についての会話です

　アメリカの 11月第４木曜日は「感謝祭」の日です。元々は、先住民が、移住した
イギリス人に対して食べ物などを施したことへの感謝から始まったといわれて
いる日ですが、現在は、家族が一緒になって感謝し、祝う日となっています。

　今回のワンポイント！は、「goofy」です。これは「面白い」という意味と、「愚
かである」という意味を兼ね備えています。ちなみに、ディズニーキャラクタ
ーである｢グーフィー｣は、この言葉から使われています。
　また、アメリカの国鳥は「ハクトウワシ」ですが、アメリカでは国鳥は狩っ
たり食べたりすることが法律で禁じられています。だから、感謝祭では七面
鳥が食べられるわけです。

：Hey Maron-chan! Want to hear about 

　something my friend from America told me? 

：Oh hey, Yamame-kun. What did he tell you? 

：He was telling me about how a long time ago the American

　president wanted to make the national bird the turkey.

：Really?! But turkeys look so goofy. 

：I have no idea, but I guess they are lucky they 

　didn’t choose a turkey as their national bird. 

：Because it would look silly?

：No, because then they wouldn’t be able 

　to eat turkey on Thanksgiving!

（やあ、マロンちゃん！アメリカの友達が話してくれた

ことを聴きたい？）

（まあ、ヤマメ君。彼は何を話してくれたの？）

（昔、アメリカ大統領が七面鳥を国鳥にしようとしたんだって。）

（本当！？でも七面鳥っておマヌケっぽいよね。）

（わからないけど、国鳥に七面鳥を選ばなくてよかったと思うよ）

（おバカっぽいから？）

（ううん、感謝祭に七面鳥を食べられなくなっちゃうから！）

ヘ イ マ ロ ン チャン

サ ム シ ン グ マ イ フレンド フロム トールド ミーア メ リ カ

アゴーザ アメリカン

プレジデント トゥウォンティッド メイク ターキィナショナル バード ザザ

リアリィ バ ッ ターキィーズ ルック ソゥ グーフィー

ゼ ィ

ディドゥント

ノゥ

トゥ イート タ ー キィ オン サ ン ク ス ギビ ン グ

ゼ ン ゼ イ ビー エイブルウ ド ゥ ン トビ コ ー ズ

ビ コ ー ズ イットウ ッ ド ルック シリィー

チ ュ ー ズ ア ターキィ アズ ゼ ア ナショナル バード

ハ ブアイ アイディア ゲ ス ゼ イ アー ラッキィバッ アイノウ

オゥ

ヒー ワ ズ テリング ミー アバウト ハウ ロング タイムア

ヘ イ ヤ マ メ クン ワ ッ ディド ヒー ユーテル

いかがでしたか？来月もお楽しみに！

ウォント トゥ ヒ ア アバウト

平成24年山江村消防出初式のご案内
　平成24年山江村消防出初式を１月６日（金）午前９時
から万江小学校グラウンドで開催いたします。
　消防各分団対抗の通常点検・放水競技、幼年消防クラ
ブによる通常点検等行いますので、ぜひご来場下さい。

図書室だより図書室だより
山江村歴史民俗資料館図書室

開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00
休　館　日：土日祝日・年末年始

毎週月曜日は毎週月曜日は
ハートブックデイハートブックデイ
心広がる読書の日心広がる読書の日
ひとときを　読書でひとときを　読書で
過ごしましょう過ごしましょう

　

人
吉
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
第

63
回
人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
の

一
環
と
し
て
、
12
月
５
日
に
管
内
市
町
村

一
斉
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
左

記
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
相
談
内
容

　

い
じ
め
・
体
罰
、家
庭
内
、隣
近
所
、借
地
・

借
家
、
名
誉
・
信
用
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、

障
が
い
者
差
別
、
部
落
差
別
、
相
続
・
遺
言
、

外
国
人
差
別
な
ど
。　

　

な
お
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日　

12
月
５
日
（
月
曜
日
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

▼
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー「
健
康
の
駅
」

　

農
業
集
落
排
水
施
設
は
村
内
に
５
施
設

が
あ
り
、
各
家
庭
か
ら
処
理
場
ま
で
中
継

ポ
ン
プ
で
排
水
を
送
水
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
、
ガ
ー
ゼ
、
下
着
、
オ
ム
ツ
、
石
等

の
異
物
の
つ
ま
り
に
よ
り
、
ポ
ン
プ
の
故

障
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

排
水
さ
れ
る
際
、
誤
っ
て
異
物
を
混
入

し
て
流
さ
れ
ま
す
と
、
排
水
管
の
つ
ま
り

や
ポ
ン
プ
の
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
円
滑
な
稼
動
を
行
う
た
め
、
次

の
５
項
目
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
料
理
の
後
の
油
類
は

流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

②
台
所
の
ご
み
は
流
さ
な
い
で
下
さ
い
。

③
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
は

ト
イ
レ
に
流
さ
な
い
で
下
さ
い
。

④
洗
剤
は
無
リ
ン
洗
剤
か
ク
レ
ン
ザ
ー
を

使
っ
て
下
さ
い
。

⑤
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
食
品
く
ず
処
理
機
）

は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

　

以
上
、
使
用
さ
れ
る
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
）
の
取
組
み
の

一
環
と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
電
話
帳

配
達
・
回
収
（
12
月
中
予
定
）
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
不
要
と
な
り
ま
し

た
古
い
電
話
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
変

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
お
客

様
に
て
資
源
回
収
等
へ
お
出
し
い
た
だ
き

処
分
す
る
か
、
左
記
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
、

無
料
で
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９（
無
料
）

▼
受
付
時
間

　

月
〜
金
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

▼
定
休
日　

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

　
　
　
　
　
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

　

こ
の
度
、
山
江
消
防
ラ
ッ
パ
隊
の
隊
員

募
集
を
お
こ
な
い
ま
す
。
吹
奏
す
る
楽
器

は
管
楽
器
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
す
。
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で

す
の
で
、
楽
器
を
始
め
て
み
た
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
、
是
非
こ
の
機
会
に
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間

　

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
募
集
資
格

30
〜
40
歳
代
男
性
又
は
20
歳
以
上
の
女

性
▼
配　
　

属

　

山
江
村
消
防
団
本
部
付
（
一
般
団
員
）

▼
活
動
内
容

消
防
出
初
式
（
年
１
回
）、
郡
市
吹
奏
大

会
（
２
年
に
１
回
）

▼
報　
　

酬

年
報
酬
あ
り
、
一
定
年
数
在
籍
に
つ
き

退
職
金
あ
り

※
制
服
及
び
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
支
給
い
た

し
ま
す
。

※
20
歳
代
男
性
の
方
は
地
元
の
消
防
団
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問 

合 

せ

　

総
務
課
行
財
政
係  
☎
２
３

－

３
１
１
１

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

農
業
集
落
排
水
施
設
の

使
用
方
法
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
施
設
の

使
用
方
法
に
つ
い
て

電
話
帳
の
配
達
・
回
収
を

行
い
ま
す
。

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
！

電
話
帳
の
配
達
・
回
収
を

行
い
ま
す
。

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
！

展
示
資
料
の
ご
紹
介（
３
）

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
し
て
い
る

資
料
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
よ
。

Ａ　
こ
の
道
具
は
、寒
い
季
節
に
大
活

躍
の「
湯
た
ん
ぽ
」で
す
。

　

湯
た
ん
ぽ
の
歴
史
は
、室
町
時
代
ま

で
遡
り
ま
す
が
、主
に
陶
器
で
で
き
て

い
ま
し
た
。寒
い
冬
を
過
ご
す
の
に
大

変
便
利
な
道
具
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、現
在
で
も
省
エ
ネ
の
た
め
に
見
直

さ
れ
て
お
り
、様
々
な
形
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、写
真
の
も
の
は
陶
器
で

で
き
て
お
り
、筒
状
の
形
を
し
て
い
ま

す
。陶
器
の
も
の
は
保
温
性
に
優
れ
て

お
り
、遠
赤
効
果
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。割
れ
や
す
い
の
が
難
点
で
す
が
…
。

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
２
３

－

３
６
６
５

開
館
時
間　

朝
９
時
〜
夕
方
５
時

　

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

　
　
　
　
　

年
末
年
始

山
江
村
歴
史
民
俗

資
料
館
便
り

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

この道具は
何のためのものでしょうか？
Ｑ

平
成
24
年
度

山
江
消
防
ラ
ッ
パ
隊
隊
員
募
集

平
成
24
年
度

山
江
消
防
ラ
ッ
パ
隊
隊
員
募
集



　シチューは完全に冷まさないとパイシー
トのバターがうまく溶けてふくらみませ
ん。シチューは市販のルゥでもＯＫ！

①じゃがいもは皮をむき１㎝角に切り水にさらす。にんじんは皮をむき、４㎜厚さ
のいちょうぎり。たまねぎ・ベーコン・鶏もも肉は１㎝角に切っておく。
②フライパンを熱しバターを入れて肉･野菜を炒め小麦粉を入れて粉っぽくなくな
ったら水・牛乳・コンソメを入れて沸騰したら中火にして10分煮て、時々かき
混ぜながら、最後に練乳を入れて塩こしょうで味を調える。
③器の大きさにパイシートをカットし、1.2倍くらいに伸ばし、十分に冷めたシチ
ューを容器に入れてパイシートを上に乗せ、器に薄く卵白を塗り器とパイシート
を密着させパイシートに卵黄をぬって、余熱で温めたオーブン（220度）で15分
焼く。

じゃがいも中／２ヶ　にんじん／1/2本　たま
ねぎ／1/2ヶ　ベーコン／50ｇ　鶏もも肉／
100ｇ　水／１カップ　牛乳／１カップ　バタ
ー／10ｇ　小麦粉／大さじ２　練乳／小さじ
１　塩こしょう／少々　冷凍パイシート／１～
２枚

材料と数量（４人分）

ポイント

作り方

具
沢
山
で
栄
養
豊
富
！

　
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
ご
ち
そ
う

　
　
　
　
温
ま
る
お
か
ず
パ
イ
シ
チ
ュ
ーｴﾈﾙｷﾞｰ391kcal　たんぱく質11.1g　塩分1g

　４月から「広報やまえ」が毎月発行に変わり、多くの情報をこれまで
以上にお知らせできるようになりました。その中の一つ、連載中の“食べ

て元気になる！”は栄養士さんが、広報誌を読んでくださる皆さまが健康にすごせるよう、栄
養豊富で簡単に作れる料理を紹介しているコーナーです。毎回紹介される料理の写真は実際に
作って掲載されています。その他レシピにも健康になる工夫がたくさんされていますので、是
非一度作られてみませんか。

●
発
行
所
/山
江
村
総
務
課
企
画
政
策
係
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868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1

　
T
E
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X
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発
行
日
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平
成
23年

11月
25日

発
行

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
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w
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●
Eメ
ー
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 seisaku@
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印
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株
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印
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人口と世帯
平成23年10月31日現在

各課への直通電話がございます。
域内無料電話も同じ番号です。

山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産 業 情 報 課
農業委員会事務局
税　 務　 課
健康福祉課（福祉）
健康福祉課（保健衛生）
包括支援センター
会　 計 　室
建　 設　 課
議 会 事 務 局
教 育 委員会
歴 史 資 料 館
ケーブルテレビセンター

23-3111
23-3113
23-3113
23-5692
23-3978
24-1700
23-2232
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665
22-8808

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,807人（＋  6)

　男　　1,797人（＋  3)

　女　　2,010人（＋  3)

世帯数　1,246戸（＋  1)

つぶやきつぶやき

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
人
間
の

寿
命
に
例
え
る
と
百
歳
を
超
え
て
い

る
村
指
定
天
然
記
念
物「
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ

シ
の
タ
カ
ち
ゃ
ん
」を
。

　

昭
和
47
年
12
月
23
日
に
、万
江
地
区

合
子
俣
で
弱
っ
て
い
る
大
き
な
鳥
が

保
護
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
き
な
鳥
が

「
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
の
タ
カ
ち
ゃ
ん
」
で

す
。

　

旧
山
江
養
魚
場（
現
山
江
温
泉
ほ
た

る
）で
保
護
飼
育
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま

で
の
長
い
間
、生
存
環
境
が
良
か
っ
た

の
か
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
は
、翼
を
広
げ

る
と
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
ア
ジ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
北
部
な

ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。国
際
自
然
保

護
連
合
が
発
行
す
る
絶
滅
危
惧
種
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、世
界
中
で
数
千
羽

し
か
い
な
い
希
少
動
物
で
す
。

　

目
撃
さ
れ
る
こ
と
は
ご
く
稀
で
、い

つ
で
も
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、お
そ
ら
く
日
本
国
内

で
は
、山
江
温
泉
ほ
た
る
と
長
崎
県
に

あ
る
動
物
園
の
２
ヶ
所
だ
け
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
右
脚
コ
ブ
除
去
の
大

手
術
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
元

気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
山

江
村
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
の
で
、
先
日
そ
の
功
績

を
称
え
る
と
と
も
に
長
寿
を
祝

い
、
表
彰
状
と
記
念
品
と
し
て
大

好
物
の
馬
刺
し
を
贈
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
精
一
杯

大
き
な
翼
を
広
げ
、
長
生
き
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

山
江
村
長
　
横
谷
　
巡

そよ風メッセージそよ風メッセージ 村 長 コ ラ ム

元
気
で
す
！
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
の
タ
カ
ち
ゃ
ん

　
　
　

大津波による壊滅的な被害


